
⑴　別に配布した答案用紙の該当欄に、試験問題裏表紙の記入例に従って、受験地、受験番号
及び氏名を必ず記入してください。多肢択一式答案用紙に受験地及び受験番号をマークする
に当たっては、数字の位を間違えないようにしてください。

⑵　試験時間は、 ２ 時間です。
⑶　試験問題は、多肢択一式問題（第 １ 問から第 10 問まで）と記述式問題（第 11 問）から成り、

配点は、多肢択一式問題が 60 点満点、記述式問題が 40 点満点です。
⑷　①　多肢択一式問題の解答は、所定の答案用紙の解答欄の正解と思われるものの番号の枠

内をマーク記入例に従い、濃く塗りつぶす方法でマークしてください。解答欄への
マークは、各問につき １ 箇所だけにしてください。二つ以上の箇所にマークがされてい
る欄の解答は、無効とします。解答を訂正する場合には、プラスチック製消しゴムで完
全に消してから、マークし直してください。

　　②　答案用紙への記入に当たっては、鉛筆（Ｂ又はＨＢ）を使用してください。該当欄の枠
内をマークしていない解答及び鉛筆を使用していない解答は、無効とします。

⑸　記述式問題の解答は、所定の答案用紙に記入してください。答案用紙への記入は、黒イン
クのペン、万年筆又はボールペン（ただし、インクが消せるものを除きます。）を使用してく
ださい。所定の答案用紙以外の用紙に記入した解答及び上記ペン、万年筆又はボールペン以
外の筆記具（鉛筆等）によって記入した解答は、その部分を無効とします。なお、図面を記述
式答案用紙に記入するに当たっては、万年筆はペン種（ペン先）が細字（Ｆ）以下のもの、ボー
ルペンはボール径（ペン先）が 0.5mm以下のものを使用してください。
　また、答案用紙の筆記可能線（答案用紙の外枠の二重線）を越えて筆記をした場合は、当該
筆記可能線を越えた部分については、採点されません。

⑹　答案用紙に受験地、受験番号及び氏名を記入しなかった場合は、採点されません（試験時
間終了後、これらを記入することは、認められません。）。答案用紙の受験地、受験番号及び
氏名の欄以外の箇所に特定の氏名等を記入したものは、無効とします。

⑺　解答に当たって関数の値が必要な場合には、試験問題の末尾に添付されている平方根、三
角関数を記載した関数表を参照することができます。

⑻　答案用紙は、汚したり、折り曲げたりしないでください。また、書き損じをしても、補充
しません。

⑼　試験問題のホチキスを外したり、試験問題のページを切り取る等の行為は、認められません。
⑽　受験携行品は、黒インクのペン、万年筆又はボールペン（ただし、インクが消せるものを

除きます。）、インク（黒色）、三角定規（三角定規以外の定規の使用は不可。）、製図用コンパ
ス、三角スケール、分度器、鉛筆（Ｂ又はＨＢ）、プラスチック製消しゴム、電卓（予備を含
めて、２ 台までとします。）及びそろばんに限ります。

　　なお、下記の電卓は、使用することができません。
①　プログラム機能があるもの
　　次に示すようなキーのあるものは、プログラム機能等を有していますので、使用するこ

とができません。
〈プログラム関連キー〉

　　　 ＲＵＮ 　 ＥＸＥ 　 ＰＲＯ 　 ＰＲＯＧ
　　　 ＣＯＭＰ 　 ＥＮＴＥＲ
　　　 Ｐ １ 　 Ｐ 2 　 Ｐ 3 　 Ｐ 4
　　　 ＰＦ 1 　 ＰＦ ２ 　 ＰＦ ３ 　 ＰＦ ４ 　

②　プリント機能があるもの
③　アルファベットやカナ文字を入力することができるもの
④　電池式以外のもの

⑾　試験時間中、不正行為があったときは、その答案は、無効なものとして扱われます。
⑿　試験問題に関する質問には、一切お答えいたしません。
⒀　試験問題は、試験時間終了後、持ち帰ることができます。

試　験　問　題
注　　　　　意

（06） （午前の部） 午前



第 1問�　ＧＮＳＳ測量に関する次のアからオまでの記述のうち、正しいものの組合せは、後記

1 から 5 までのうち、どれか。

ア　ＧＮＳＳ測量において、同一機種のアンテナを用いる場合には、アンテナの向きを

そろえて整置することによって、アンテナ位相特性の影響による誤差を軽減すること

ができる。

イ　単独測位法による測量は、国家基準点を定めるために行う測量において使用される。

ウ　ＧＮＳＳ測量に使用することができる衛星は、ＧＰＳ衛星と準天頂衛星のみである。

エ　衛星配置が測量精度に及ぼす影響量を表すＤＯＰ値は、測量精度が低下するほど、

値が大きくなる。

オ　スタティック法による基線解析は、基線の長さにかかわらず、2 周波で行わなけれ

ばならない。

1 　アウ　　　　 2 　アエ　　　　 3 　イウ　　　　 4 　イオ　　　　 5 　エオ
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第 2問�　次の〔表〕は、ある基準点成果表（基準点成果情報）の抜粋である。次の〔表〕中の　

ア から ウ までに当てはまる符号及び エ に当てはまる縮尺係数の値として

最も適切な組合せは、後記 1 から 5 までのうち、どれか。

　ただし、平面直角座標系Ⅸ系の座標系原点は、緯度（北緯）36°0′0.0000″、経度（東経）

139°50′0 .0000″とし、座標系原点のＸ軸上における縮尺係数は 0.9999、地球の半径は

6370km とする。

〔表〕

基 準 点 名 №〇〇

測 地 系 世界測地系　測地成果 2011

緯 度（ 北 緯 ）  35°	 57′	 22 .3115″

経 度（ 東 経 ） 139°	 28′	 24 .3550″

標 高 19 .359

ジ オ イ ド 高 39 .739

平面直角座標系（番号） 9

平 面 直 角 座 標（ Ｘ ） ア 　 4799 .892

平 面 直 角 座 標（ Ｙ ） イ 　32464 .793

真 北 方 向 角 ウ 　0°12′40 .8″

縮 尺 係 数 エ  

	 ア 	 イ 	 ウ 	 エ  

1 　　＋　　　＋　　　－　　0.999903

2 　　－　　　－　　　＋　　0.999903

3 　　＋　　　＋　　　－　　0.999913

4 　　－　　　－　　　＋　　0.999913

5 　　－　　　－　　　－　　0.999913
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第 3問�　トータルステーションの距離の測定における誤差に関する次のアからオまでの記述の

うち、正しいものの組合せは、後記 1 から 5 までのうち、どれか。

ア　変調周波数の変化による誤差は、測定距離に応じた影響を受ける。

イ　位相差測定の誤差は、測定距離に応じた影響を受ける。

ウ　気象要素の測定の誤差は、測定距離に応じた影響を受ける。

エ　致心の誤差は、測定距離に応じた影響を受ける。

オ　器械定数の誤差は、測定距離に応じた影響を受ける。

1 　アウ　　　　 2 　アオ　　　　 3 　イウ　　　　 4 　イエ　　　　 5 　エオ
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第 4問�　次の〔図〕の既知点Ａ及び既知点Ｅの座標値は、次の〔座標値一覧表〕のとおりであると

ころ、次の〔図〕のとおり、既知点Ａから既知点Ｅに結合する多角測量を行い、次の〔観

測結果〕のとおりの座標値を得た。この測量の精度を閉合比で表した場合の値として最

も近いものは、後記 1 から 5 までのうち、どれか。

〔図〕

　　　　　　 

〔座標値一覧表〕

点名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ａ ‒67369 .77 63346 .16

Ｅ ‒67359 .42 63830 .34

〔観測結果〕

点名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ｂ ‒67406 .99 63483 .54

Ｃ ‒67325 .63 63597 .23

Ｄ ‒67364 .80 63712 .23

 Ｅ’ ‒67359 .44 63830 .35

1 　 1 /17000

2 　 1 /21000

3 　 1 /25000

4 　 1 /29000

5 　 1 /32000 
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第 5問�　次の〔図〕のＡ点、Ｂ点及びＣ点の座標値は、次の〔表〕のとおりであるところ、次の〔図〕

のとおり、Ｄ点はＡ点とＢ点を結ぶ直線上の点であり、Ｅ点はＡ点とＣ点を結ぶ直線上

の点である。この場合において、隅切長（ＤＥ）は 2.00 ｍ、隅切剪除長（ＡＤ、ＡＥ）は

等しい長さであるとするとき、ＡＤ間の距離として最も近いものは、後記 1 から 5 まで

のうち、どれか。

〔図〕

〔表〕

点　名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ａ 166 .70 215 .30

Ｂ 163 .75 203 .50

Ｃ 155 .00 213 .60

1 　1 .41 ｍ

2 　1.49 ｍ

3 　1.80 ｍ

4 　1.82 ｍ

5 　2.00 ｍ 
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第 6問�　ある 2 点間の距離を決定するため、同一の光波測距儀を使用して、3 日間にわたり距

離の測量を行ったところ、次の〔表〕のとおりの 1 日ごとの距離測定における平均値及び

測定数を得た。この場合において、2 点間の距離の最確値として正しいものは、後記 1

から 5 のうち、どれか。

〔表〕

距離測定値の平均値 測定数

1 日目 1240 .825 ｍ  8 回

2 日目 1240 .821 ｍ  6 回

3 日目 1240 .837 ｍ 10 回

1 　1240 .825 ｍ

2 　1240 .831 ｍ 

3 　1240 .829 ｍ 

4 　1240 .833 ｍ 

5 　1240 .827 ｍ 
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第 7問�　次の〔図〕の既知点Ａと既知点Ｂの座標値は、次の〔表〕のとおりであり、任意点Ｃから

観測を行ったところ、次の〔観測結果〕を得た。この場合における任意点Ｃの座標値とし

て最も近いものは、後記 1 から 5 までのうち、どれか。

〔図〕

〔表〕

点名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ａ 100 .00 100 .00

Ｂ 180 .00 135 .00

〔観測結果〕

Ｔ＝ 70°

Ｓ １ の距離＝ 82 .59 ｍ

Ｓ ２ の距離＝ 68 .27 ｍ

	 Ｘ座標（ｍ）	 Ｙ座標（ｍ）

1 　　 110 .99　　　　　175 .65

2 　　 110 .99　　　　　182 .42

3 　　 127 .01　　　　　175 .65

4 　　 110 .99　　　　　178 .05

5 　　 127 .01　　　　　178 .05

 

T

C

B

A
S１

S２
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第 8問�　レベルの視準線を点検するために、次の〔図〕のＡ及びＢの位置で観測を行い、次の〔観

測結果〕のとおりの結果を得た。この場合において、レベルの視準線を調整するとき、

Ｂの位置において調整すべき標尺Ⅱの読定値として最も近いものは、後記 1 から 5 まで

のうち、どれか。

〔図〕

〔観測結果〕

レベルの位置
読定値（ｍ）

標尺Ⅰ 標尺Ⅱ

Ａ 1.278 1 .326

Ｂ 1 .355 1 .413

1 　1 .423 ｍ

2 　1.424 ｍ

3 　1.403 ｍ

4 　1.402 ｍ

5 　1.370 ｍ
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第 9問�　次の〔図〕のＡ点、Ｂ点、Ｃ点、Ｄ点及びＡ点を順次直線で結んだ区画（以下「本件区画」

という。）の面積を算出するため、Ｔ 1 点から測量を行った。その観測結果は、次の〔表〕

のとおりである。この場合において、本件区画の面積として最も近いものは、後記 1 か

ら 5 までのうち、どれか。

　なお、Ｔ 1 点のＸ座標値は 43 .43 ｍ、Ｙ座標値は 42 .71 ｍとする。また、座標値は、

計算結果の小数第 3 位を四捨五入し、面積は、計算結果の小数第 3 位を切り捨てるもの

とする。

〔図〕

〔表〕

地点 方向角 平面距離

Ａ 328°26′21″ 31 .106

Ｂ 345°00′46″ 46 .631

Ｃ  15°21′58″ 51 .474

Ｄ  45°12′14″ 33 .189

1 　735 .80 ㎡

2 　735 .86 ㎡

3 　735 .92 ㎡

4 　735 .98 ㎡

5 　736 .04 ㎡
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第10問�　宅地開発に伴って勾配のある道路を築造する造成工事を行うこととなったところ、そ

の道路の中心線の線上に測点番号 No.1 から順次 15 .00 ｍの間隔で測設した測点番号

No.1 から測点番号 No.5 までの 5 本の木杭の縦断測量を行い、現況の高さ（標高）につ

いて、次の〔表〕のとおりの結果を得た。測点番号 No.1 における道路の計画高を標高

17 .80 ｍとして測点番号 No.1 から測点番号 No.5 に向かって 1.40％の上り勾配の道路

を築造する場合において、現況の高さ（標高）に対して盛土をする高さが最も高い測点番

号は、後記 1 から 5 までのうち、どれか。

〔表〕

測点番号 現況の高さ（標高）

No.1 17 .75 ｍ

No .2 17 .98 ｍ

No .3 18 .27 ｍ

No .4 18 .34 ｍ

No .5 18 .53 ｍ

1 　測点番号 No.1

2 　測点番号 No.2

3 　測点番号 No.3

4 　測点番号 No.4

5 　測点番号 No.5
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第11問�　次の〔観測結果〕及び〔測量成果〕は、次の〔見取図〕に示されているＡ、Ｂ、Ｃ、Ｆ及び

Ａの各点を順次直線で結んだ範囲の土地（以下「本件土地 1」という。）並びにＣ、Ｄ、Ｅ、

Ｆ及びＣの各点を順次直線で結んだ範囲の土地（以下「本件土地 2」という。）を測量した

結果及び成果である。この結果及び成果に基づき、別紙第 11 問答案用紙を用いて、次

の問 1 から問 5 までに答えなさい。

　なお、座標値、各点間の距離及び辺長は、計算結果の小数第 3 位を四捨五入し、面積

は、計算結果の小数第 3 位を切り捨てるものとする。

問 1 　観測結果からＢ点の座標値を求めなさい。

問 2 �　Ｔ 1 点からＴ 2 点を零方向としてＣ点を測設するために必要な水平角及び水平

距離を求めなさい。なお、解答に記載する水平角は 30 秒以上を繰り上げ、分単位

まで記載すること。

問 3 　Ｆ点の座標値を求めなさい。

問 4 �　本件土地 1 の面積を座標法により求めなさい。

問 5 �　本件土地 1 及び本件土地 2 について、縮尺 250 分の１の図面を正確に作成しな

さい。なお、図面には縮尺、方位、点名及び辺長を記入すること。

〔観測結果〕

器械点 視準点 水平角 水平距離（ｍ）

Ｔ 1 Ｔ 2 　0°00′00″ －

Ｂ 245°22′22″ 20 .26

〔測量成果〕
　 北は、Ｘ軸正方向に一致する。

点名 Ｘ座標（ｍ） Ｙ座標（ｍ）

Ｔ 1 205 .00 230 .00

Ｔ 2 224 .12 246 .26

Ａ 省略 省略

Ｂ 省略 省略

Ｃ 220 .50 212 .50

Ｄ 225 .50 230 .50

Ｅ 217 .50 233 .50
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〔見取図〕

（注）1 　本件土地 2 の面積は 139 .50 ㎡である。

　　 2 　Ｆ点はＡ点とＥ点を結ぶ直線上の点である。

　　 3 　Ａ点からＦ点までの距離は 7.071 ｍである。

　　 4 　Ａ点からＥ点の方向角は 45°00′00″である。
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受　験　地

東　京

十の位 一の位
0 1

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

氏　　　　　名

民事　二子

試験区分 1 　 2

01
東　京

02
大　阪

03
名古屋

04
広　島

05
福　岡

06
那　覇

07
仙　台

08
札　幌

09
高　松

受 験 地

東京
受験番号

36
氏　　名

民
事
　
二
子

受 験 番 号

千の位 百の位 十の位 一の位

3 6

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2

4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5

7
8
9

【多肢択一式答案用紙】

受験地コード番号表

【記述式答案用紙】

（この欄記入不要）
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〔記入例〕

受 験 地
受験番号
氏 名

東 京
3 6

民事二子

左の者が受験者の場合の記入例は、
下記のとおりとなります。


